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要旨 ： フ ライ ア ッ シ ュ を コ ン ク リ
ート混和材 と して使用する場合，コ ン ク リ　

・一
トの 構成材料 が 同

一
であっ て

も異な る配合設計手法が 存在す る。本研究 は，使用 しや すい 統
一

的な配 合 手 法 の 提 案 を 目的 に，フ ライ ア ッ

シ ュ を単位で 構成要素 と考えた コ ン ク リー トの 配 合 お よ び 硬 化性状 につ い て実験的な検討 を行 っ た 。 そ の 結

果．普通 コ ン ク リートと同 様な配 合 調 整が 可能 で ある と と も に，水 セ メ ン ト比 ご とに単位水 量 を最小 とす る

単位 フ ライ ア ッ シ ュ 量 が 存在 し，AE 剤 量 も単位 フ ライ ア ッ シ ュ量 と CIW で 定量的に 評価 で きた。ま た
，単位

フ ライ ア ッ シ ュ 量の 強度発現 に 与える影響 は高 WIC ほ ど大きい こ とを明 らかにした。
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1．は じめに

　石 炭火 力 発霓所運転 に 伴 い 排出され る石 炭灰 の 発 生

量は，亀力需要の 拡大とともにともに年 々 増加し，定常

的 に年間 1，000 万 トン を超える 量が副産され て い る
1）

。

こ の 石炭灰 の 大部分を占め るフ ライ ア ッ シ ュ （以下，FA ）

は，∬SA6201 で コ ン ク リ
ー

ト混和材 として， 1種，皿

種，皿種お よ び IV種に 分類され，単位水量の 低減，水和

熱 の 抑制，ASR の 抑制等の 品質改善を図 る コ ン クリ
ー

ト

の 混和材 として 活用されて い る
2〕

。 しか し，FA の 利用 は

少 な く廃棄物 と して 多 くが 埋 立 て処 理 され ， 資源の 有効

利用 や廃棄物低減の 観点か ら課題 とな っ て い る。

　 こ の FA をコ ン ク リート混和材と し て利用 した 場合，

FA はセ メ ン トの 内割 り，外割 りの 考え方 で 結合材と して

藍理され る。また，最近 の 海砂採取規制や 天 然骨材枯渇

な どの 問 題 を背景に FA を細骨材補 充混 和 材 と して 使用

す る考 え方 も存在 して い る
3〕

。 この よ うに．FA を コ ン ク

リートに利用 す る場合，同一
材料 を用 い る に も関わ らず，

異なる配合設計手法が存在する。今後，FA の 生産量の 増

大を考慮 し ， 】FAの 更なる 利用 拡大 の た め に も，使用 しや

す い 統 一的 な配 合 設 計 の 開 発 が望 まれ て い る
4）

。

　本研究 は，通常の コ ン ク リ
ー

トと同様 に 水セ メ ン ト比

（WC ）を も と に，　FA を単位混和 量 で整理 した 統
一

的な

配合手法を提案する と と もに，そ の 単位 正A 量が コ ン ク

リ
ー

トの 配合及び硬化性状 に 与え る影響 に つ い て 実験

的な検討を行っ た 。

2．FA コ ンク リートの 統
一

的已 合設計の 要 領

　従来の FA を用い る コ ン ク リ
ートの 配合設計 につ い て，

FA を結合材 と して 使用す る場合，結合材中に 占め る FA

の 質量 に 対する 置換率は 10〜30％ （1種 で は 40％ ）の 範

囲内で 定 め られ る
2）。こ れ よ り，高性能 AE 減水剤を使

用 し ない 普通 コ ン ク リ
ー

トに FA を結合材 と し て 使用す

る と，水結合材 比 （WB （B　・・C＋EA））が 65％〜45％の

範囲で単位水量が 土木学会 コ ン ク リート標準示 方書の

上限値 175   
3
以下で あれば，大凡 30〜120　lcglinコ

の 範

囲とな る。 細骨材 の 補充材 と して 使用 す る場合，土木学

会四 国支部か ら施 工 指針（案）
3）
が示されて い る。こ れ に は

FA の 細骨材の 容積 に 対す る 置換率が 10〜15％の 範囲 で

推奨され て お り， 結合材 の 使用 範囲内 とな る 。

　本研究の コ ン ク リート配合 は，普通 コ ン ク リートへ の

適用を図るた め，WIC を 45，55，65，70％ の 4 水準変化

させ ，単位 臥 量 を0，30
，
60

，
90

， 120   加
3
の 5水準

変化 と した。

　配合手順は，予 め試 し練 りに よ り決定 した FA 無混和

（N 配合）の 基本 配合か ら単位粗骨材量を
一定 と し， 所

定の ス ラ ン プ （8± 1．Ocm）及 び 空気量 （4．5± 1．0％） を満

足す る よ うに 単位水量，単位 セ メ ン ト量，混和剤量 の 調

整を行 うこ とで 単位細骨材量を求 め る もの とした。

　図 一1 に本配 合設 計 の 概念を示 す。先に 述べ た よ うに

正A コ ン ク リートの 配合設計は，一
般 に，内割 り，外割 り

の 考 え 方 で セ メ ン トや 細 骨 材 の 置 換率等 で 整理 され る

が，本 捷 案 の 配 合設 計 は，普 通 コ ン ク リートと同 様 に

WK ） をもとに配合調整 が 可能 で扱 い やすく，】7A を単位

FA 量 と して コ ン ク リート構成材に位置づ け る こ とで ，

FA 混入 の 結合材や細骨材 へ 与える影響や効果 に 応 じた

FA を中心と した統
一

的な配合設計が可 能 とな る。

3．実験概笶

3．1使用 材料及 び配 合

　セ メ ン トは ， 普通 ボ ル ト ラ ン ドセ メ ン ト （密度
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従 来 の配合設 計
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 混和朔
FA 　セメン トの　　に　して 　　　　　　　　　　 空気 t
　 　 　 　 　 　 　 FA　　細骨材

FAを　　　の 　　に対して

　 　 　 　 　 　 　 　 　細骨材　 FA

　 　 構成材料が同
一

であるが，配 舎設計手 法 が異 な る

FAの利用拡 大の ために続一的配 合手 法の 提寮が有 効

表一1　フ ライ ア ッ シ ュ の 品質

本提案の 配合設計

統一的配 合 ；FAを単位混和量で整理

一
図一1 配 合設計の 概念

3．169tcm3
，
比表面積 3280gノ  12＞を使用 した

。
　FA は，表

一1 に 示す JIS　A 　6201 の ll種を使 用 した 。 骨材 は，細骨

材 が海砂 （表乾密度 2．5891cm3，吸 水 率 0．96％ ） を、粗骨

材が砕石 2005 （表乾密度2．75gメcm3
，吸水率 1．11％）を使

用 した。混和剤は，AE 減水剤 と空気量調整剤 （AE 剤）

を用い た 。 なお 、 FA コ ン ク リートに は，　 FA 用の AE 剤

を 用い た 。

　 コ ン ク リート配合を表一2 に 示 す。前述 し た よ うに ，

配合 は 以 下，W ’C を 45，　55，65，70％ の 4水準変化 させ，

単位 EA 量を 0，30，60，90，120kglm3の 5 水準変化 さ

せ た 。 な お，W ／C＝ 45％ の FA 配合で は 単位 FA 量 が 6〔γkg加 3

で 土 木学会 コ ン ク リ
ー

ト標準示方書の 上限値 175   1m3

を上 回 る結果 と な り，そ れ 以 上 の 単位 FA 量 で は 行 っ て

い ない
。

　 コ ン ク リートの 練混ぜ は，容量 55 リ ッ トル の 強制二

軸 ミ キ サ 内に ，粗骨材，FA，セ メ ン ト細骨材 の 順 に 投入

して，30 秒空練 りした後，混和剤を予め加 えた練混ぜ水

を投入 して 90秒間練 り混ぜた 。

一
回 の 練混ぜ量 は 40 リ

ッ トル で ある。

3．2 測定項目及び方法

品質項目 試験値

二 酸化ケイ素　　　　　　　 ％ 62，1

湿　　分　　　　　　　　 ％ 0．08

強 黙 減 量　　　　　　　 ％ 2．0

密　　度　　　　　　　 9 ／。 m3226

45μ m ふ る
、

％ 4
粉 末 度

比　面 　 （ブ
＿、 cm2 ／94050

フ ロ
ー値 比 ％ 104

材齢28日 ％ 80
活 性度指数

材齢 91日 ％ 98

　測定お よび 試 験 は ，フ レ ッ シ ュ 性状試験 と し て ，ス ラ

ン プ試験 （JIS　A 　1101）お よび 空気量試験 （∬S　A 　1128）

を行 っ た。硬 化性状試験 と して ，圧 縮強度試験 （JIS　A

1108）を材齢 7 日，28 日，91 日 で 行 っ た。こ の 圧縮強度

試験用供試体は φ10×20cm の 円柱供試体と し，養生は所

定の 材齢 ま で 水 中養 生 （20℃ ） と した。ま た，材齢 28

日の 供試 体か らモ ル タ ル 片 （2，5〜5．Omm ）を採取 し，水

銀 圧 入 法に よ る細孔径分布 の 測定を行 っ た。

4．実験結果

4．1 配合

　（1）FA　t と単位水fiの 関係

　図一2 に 各配 合 の 単位 FA 量 と単位水量 の 関 係 を 示す。

各 W 犯 の N 配 合 を 基 準 と した場合，FA 混合 に よ る単位

水量の 減水効果は，W ／C ＝7〔既 では 90   匠m3 以下，　WC

＝65％で は 60kg 託m3 以 下，　 WC ＝55％ で は 45　nglin3以 下 で

見られ た。ま た ，い ずれ も単位水 量 を最小 とす る単位 FA

量が存在 した が，W ／C三45％で は認 め られ な か っ た。　 FA

の 使用量の 増加を期待する 場 合 ， 低 W ／C よ り高 W ／C の

方が有効 とな っ て い る 。

表一2 　 コ ン ク リート配 合

　 3m
フレッ シュ 　状

配 合名

W ／ C

（％ 〕

W ／ B

（％ ）

3／a

（％ ） W

セメント

　　C7

ライア ツ シ ュ

　　 FA S GAE

滬水剤

（　 m3 ）

AE剤

（　 m3 ）

ス ラン

　（om ） （96）
45−0 45 4543 ．5168374 o7501038 　　　 37410478848
45−30 45 4242 」 171390 307041038 　　　 3874107545
45−60 45 39387 184409 606121038 　　　 40917792794 ，7
55−0 55 55454168306 脳 　　　　　　1038　　　　　　308　　　　　1．  7．34 ．7
55−30 55 釦 44．5167 謝 7761038 　　　 30443788 、15 ．o

55−90 55 4341 ．0175319 go6731038 　 　 319　 110068548
55−120 55 40 鈴 ．5183333120609 　　　　1038　　　　　333 　　 176828341
65−0 65 6 5168259 84310382 ．590 ．8817151
65−30 65 詔 45．8165256 308171038 　 　 　 2．563610 7749
65−00 65 53444 168259 607741038 　 　 　 259559480 48
65一90 65 48429 171264 go7271038 　 　 2餌 8．71 7．94 」

6｝−120 65 4541 ，1 η 6271120676103827113 ．008 8842
70−0 70 7047 ．0168240 0858103 240 ．7 76 45
70−30 70 6246 ．3 165236 3053510332353 ．115 77 44
70−60 70 5645 ，1 166238 oo7971038 　　 　23851418 、0 4．7
70−90 70 51438 168240 907561038 　　 　 247 142
70−120 70 4742 ．2 1722461207071038 　　 　246147008244
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　 図
一3 に WB （B ＝C＋FA） と単位水量 の 関係を示す。

Wtc が一
定で も単位 私 量の 増加 に 伴い W ／B が 小 さくな

り ， 単位水量の 増加傾向が 認め られ る。 こ れ ら の 結果 よ

り，WIC と単位 FA 量の 組合せ に よ っ て は J
　FA 混合 に よ

る減水効果 は 生 じず ， 単位粉体量 が増加 して粘性 が増大

す る こ とで単位水量の 増加，すなわ ち流動性 の 低下が 見

られ る こ とが わ か る。

　（2｝水粉体容積比 と単位水量の関係

　福澤 らは の，FA の 細骨材補充混和材 の 研究で コ ン ク リ

ー
ト中の 細粒分容積（セ メ ン ト＋0．15rm 細骨材＋FA）と単

位水量との相関をもと に，水粉体容積 比 を用 い て FA 外

割混 入 率 とそ の 減水効果を検討 して い る。本研究 にお い

ても，FA 混入と単位水量 の 減水効果に つ い て，以 下 の 式

（1）の 水粉体容積比 より評価 した。

　 V 　　　　　 W
　 　 ロ

可
犀
C ・ FA ・ S

、，。、皿
（1）

玉
：水粉体容積比

VpW

：単位水容積

C ： 単位 セ メ ン ト容積

FA ： 単位FA 容積

Sls
。、 m

； 海砂150μ m 未満の 容積

　 185

♂ 182

憙
179

嵩
で76

薹；；：
調’

167

　 164

　 190
ゆ

ミ
185

ど
180

轟
175

蚤 170

彗1・5

　 160

十 45瓢

十 55瓢
十 65黔
一● 一一70瓢

0 30　　　　60　　　　90

　　 FA 量 （kg／m3 ）

120

図
一2　単位 FA量 と単位水量の 関係

◆ 45瓢

墜 55覧

▲ 65覧
● 70、

◆ ’　　　 ▲ ●

30　　　 40　　　 50　　　 60　　　 70

　　　　　 水結合材比 W〆B（X）

図 一3　WB と単 位 水 量の 関係

80

　図一4 に水粉体容積 比 と単位水 量の 関係を示す。い ず

れ も wrc の 嬲 は 少 な く・v
，1v。 が 125 以 下 ｝・な る と

単位水量が増加傾 向を示し，減水効果が認め られない 。

ま た ，土 木学会 コ ン ク リ
ー

ト標準示方書 に おけ る単位水

量の 上 限値をmm す る の は ，　V ． ！V，
が 1．15以 上 で あ っ

た 。 本研究の 配合手法に おい て，FA の 混合 に よる単位水

量 へ の 影響 は，減水効果を期待す る場合，W ／C に よっ て

FA の 使用量が異な り ， 上限 があ る 。 こ の使用量は ，
　 W ／C

だけ で な く 単位 セ メ ン ト量 や 細骨材 の 微粒 分量等 を把

握 す れ ば，定量 的 に 選 定す る こ とが 可能 と考 え られ る。

　（3｝単位 FA量と単位 AE剤量 の 闢係

　図
一5 に 単位 FA 量 と 単位 旭 剤量の 関 係 を示 す。　wrc

＝＝70 °leの 単位EA 量 120   ノm3 を除い た 全て の 配合は ， 単

位 FA 量の 増加 に伴い 単位 AE 剤 量 が ほ ぼ直線的な増加

傾向 を示 し，単位 FA 量が 同
一

の 場合，　 wrc が 低 い ほ ど

単位 岨 剤量は増加す る傾向に ある 。 FAt （C＋FA）の割

合 が 30％を超 え るWC 二70％の 単位 FA 量 120　kg／m3 は，

こ の 直線的な傾 向か ら外れ ， 急激 に AE 剤量が増加 して

い る。FAX （C＋FA） の 割合 が 高い 場合の AE 剤量 に つ い

て ，今 後 詳 細 な 検討 が必 要 で あ る。

　 こ こ で ， FAI （C＋FA）の 割合が 30％以 下 で の 各 WC

にお け る単位 FA 量 と AE 剤量は一
次関数 で 表 され，表

一3 の 通りとな る。こ の 表 の 係数 a とC／W の 問 に は 図一

190

餐
185

≧
18°

満
1フ5

耄17。

暑
165160

206

　
　

　

2
　
　
　

8
　
　

　

4

ボ

∈
＼
・。
冨
）

劇

唇
く

o

● 45覧

自 55覧

‘ 65覧

● 70鮎

●　 ▲

1．0

図
一4

12　　　　　14　　　　　1．6　　　　　1．8　　　　　2ρ

　 　水粉体害積比Vw ／Vp

水粉体容積比 と単位水量の 関係

045 腸

■ 55幅
▲ 65瓢
● 70瓢

，’

　　　’
　’’

0 30　　　　 60　　　 　 90

　単位FA 量 （kg／mS ）

120

図
一5 　単位 FA量と単位 AE剤量の 関係
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6 の よ うに 高い 相関が 見 られ ，切 片 b に つ い て も図
一5

か らほ ぼ
一

定値 と判断 で き，各値の 平均値 （b　− O．5）と

する と，AE 剤の 添 加 量の 実験式は（2）で 与えられ る。

AE 　 ・O．OO7　e　
1’6Cl”・FA＋0 ．5

　AE ： 単位 AE 剤量

　 α Wl セ メ ン ト水比

　FA ： 単位 FA 量

（2）

　FA の 種類や骨材 の 種類な どで 差異が 生 じ る可能性 が

あ る も の の ，本研 究の 範囲に お い て
，
AE 剤 の 使用 量 を

単位 FA 量とCバV を用 い て 定量的に 評価す る こ とが 可能

で あ る。

4．2 強度特性

　（1》単位 FA 量 と圧縮強度の 関係

　図一7 に 単位 FA 量 ， 材齢別 の 圧 縮強度試験の 結果を

示 す 。 W ／C ＝・45％を除い た全 て の FA 配合 の 強度 は，初

期材齢 よ り FA 無混合 の N 配合に 比 べ て 単位 FA 量 の 増

加 と伴に大きくな っ てお り， 材齢 28 日以降も顕著な強

度の 伸びが認められ る。こ れ は，FA 混入 に よる 充填効果

お よび ポ ゾ ラ ン 反 応 に よ る もの と考 え られ，特 に低 W ／C

よ りも高 W ℃ の 方 で強度 の 発 現性 が 向上 して い る。ま た ，

図
一8 に WC ； 65％ と W ／C司 5％ の 材齢 28 日 に お け る細

孔 径分布の 結果 を示 す 。 WC ≡65％ の FA 配合は，　N 配

合 に 比 べ て 単位 FA 量の 増加 に伴 い 細孔 径分布 が 小 径 側

に 移 行 し て お り，FA の 充填効果が 認 め られ る。 他 の

W ！C＝55％，wrc＝70％ もほ ぼ同様な結果 が 得 られ た。こ

れ に 対 し，WIC ＝45％ の FA 配合は い ずれ も N 配 合 と 同 等

となっ て お り，EA の 充填効果 が認められない 。これ は ，

WC が一定に も関わ らず，　 FA 配合が N 配合 に比 べ て フ

レ ッ シ ュ 性状を確保す る た め の 単位 水 量 が 大 幅 に 増加

した た め と考え られ る。

　 （2）強度発現 推定式

　図一9 に B！W と圧 縮強度の 関係 を示す。一
般に ，FA

表一3　単位 FA貴と AE剤量の関係式

単位AE 剤壁 置 鰹 単位FA最 ＋b

W ／（簿45覧 W／C＝55瓢 W ／C＝65瓢 W ／C ＝ 7α覧

8b 直 b ● bab

O．280 ．380 ．13 α200 ．10o ．49o ρ7 α81

　 030

　 025

　 020

葦・．1・5

　 0．10

　 005

　 eOO

y ＝
　　　　 o

’

　　　 2一

0、0　　　　0，5　　　　1．0　　　　1．5　　　　2．0　　　　2．5
　 　 　 　 　 　 　 C ／W

　 図一6 　C劑 と係数 a の 関係

コ ン ク リートの 圧縮 強度は BIW の
一

次関数 で示 され る。

本 研 究 で用 い た 単位 FA 量 で 整理 し た 配 合 手 法 に お い て

も，各材齢 の 圧 縮強度と B！W との 問 に表一4 に 示 す よ う

な高い 相関関係が 見 られ， FA が セ メ ン トと同様 に 結合

材 と して機能 して い る こ とが わ か る。

　本 研 究 は WC をも とに，単位 Eへ量で 整理 され て い る。

FA を使用 しない N 配 合 の 圧 縮 強 度 は，図一10の よ うに

各材齢の CバV の
一

次関数 で 示 され る。こ こ で ，図
一7，

図一9の 結果よ り，wrc ＝45％を除 くFA 配 合 の 圧 縮強度

は，単位 FA 量 の 増加 に 伴い 徐 々 に 大 き くな り， FA が 結

合材 と して 効果が 認められ る。黄 らは e，FA の 結合材 と

して の 役割を強度寄与率 α と し，式 〔3）を用い て 圧 縮強度

を定量的 に推定 して い る。こ の α は FA の ポゾラ ン 反 応

を 示 す もの で あり，材齢 の 進行 に伴 い 変化す る係数 で あ

る 。 本研究の 配合手法 に おい て も，こ の 研究成果を基に ，

強度推定を実施 した。
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図
一8　単位 FA量 と細孔 径分布の 関係
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図
一9　 B／VVと圧縮強度の 閧係

表一4　 BINVと圧縮強度の 関係式

fe・t・・ … ）・〔
α
’FA ＋ c

〕… t・

f。
　（t）： 材齢 t（目）の 圧 縮強度（2V／mm 　

2

）

t ：材 齢（日）

A（t）： 材齢 tの 関数

A ・t）・〔
　 ta

＋ bt〕
a ．b ；実験定数

α ：FA の 強度寄与率

B（t）：材齢 tの 関数

FA ；単位FA 量（kg／m3 ）

C ： 単位 セ メ ン ト量 （kg　Xm コ

）

W ：単位水 量（kg　XmS）

（3）

　表一5 に，N 配合 の 各材齢 の CIW と圧縮強度の 関係式

を示す。 A（t）は 、 材齢の 進行に伴 う強度発現を表 して お

り，B   を含 め 材齢 t の 関数 と して ，表の 結果 を もとに

算定 した結果 ，
A （t）お よび B（t）は 式（4）お よび 式く5）の 通 り

と な る。

　図
一11に各 材齢 の α と FA ／C の 関係 を 示す。既往 の 研

究成果 と同様に，a は材齢 の 増加と伴 に増加傾向で あ り，
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　図
一10N 配合の Cん と圧縮強度の 関係

表一5　閥配合の CIVVと圧縮強度の 関係式

・… 〔。。，81 。。，6、〕
B（t）＝ O．05t＋ 16．6
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図
一11

　 0β　　　0．4　　　0．5　　　0．e
　FA ／C

α と FA／Cの 関係

FA／C と高い 相関関係が 認 め られ，　 FA の ポ ゾ ラ ン反応 は

材齢 7 日を除 き， FAICが小さい ほ ど速 くなっ て い る。

こ の 強度寄与 率 は，既往の 研 究 で は材 齢 28 日で 0．2〜 0．5

程度とな っ て い るが，本研究 の 結果は O．5 以上 と大きい。

こ の 要因につ い て ，明らか で ない もの の ，今後詳細 に 検
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■ 　 突測値（55X）　　▲　 矣測値（65S）　　● 　 実測値（70嚇

一 ・一計算値 （55X） 計算値（65X）噂翩卿・計 算健 （701t）
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討 す る 必 要 が あ る。なお，図 化 して い ない もの の W ／C ＝

45％の 場合，α は FA ／C と関係なく，材齢 7 日で 0 以下 と

な り，その 後も低調 に推移 し，FA の 強度 に 与える影響 が

小さく，他 と異な る傾向を示 した。WC ＝45％を除 く圧

縮強度の計算値と実測値の関係を図一12に示 す。 計算値

は 実測 値 との 間で WIC ，単位FA 量 に 関係 な く J 良好な

精度を得た。こ の こ とか ら，本研究 で 用 い た W ／C を もと

に 単位 FA 量で した 配合設 計手法 で も強度発 現を定量的

に 推 定す る こ とが可能 と考 え られ る。

5．まとめ

　　本 研 究 で得 られ た知 見 を以 下 に示 す 。

（1＞ WC ごとに単位水量 を最小 とする単位 FA 量 を含め ，

　　減水効果が得 られ る 単位 FA 量 の 範囲が 存在す る。

（2）FA 混入 に よ る単位水量の 減水効果は，水粉体容積比

　　を用 い て，定量的 に そ の 範囲 を把握する こ とが可 能

　　 で あ る。

（3）単位 FA 量と単位 AE 剤量 の 関係は，　 WIC ご とに一

　　次 の 相 関 で 表 され ， こ の 関係 か ら AE 剤 量 も単位 FA

　　量と C／W で 定量的に評価するこ とが可能 で ある。

（4）単位 FA量で 整理 したFA コ ン クリ
ー

トの 圧縮強度 は

　　B／W と 高い 相関関係 が 認め られ る 。

（5）単位 FA 量の 強度発 現に 与える影響は ，　 WC が 高い

　 　 ほ ど大 き い。

（6）wC を もと に単位 FA 量 で整 理 した 配 合設 計 手 法で

　　も強度発 現 を 定量的に推定す る こ とが 可能 で あ る。

　以 上の 結果 よ り，本研究 で提案 の FA を単位 で コ ン ク

リ
ートの 構成要素 と した配合設計 は，普通 コ ン ク リート

と同様な配合計算が 可能で あり，既往の FA コ ン ク リー

トの 配合設計 との 整合性 も取れ ，統
一的 な 配 合設計 と し

て 有効 と考えられ る 。 現在．耐久性 に 関す るデ
ー

タ収集

も行 っ て お り，体系的 に FA の 単位量で 整理 した配 合設

計手法の 構築 に 向 け て 更に 検討 を行 う予 定 で あ る。
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